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あやべ市議会だより　No.1137

《 議決（可決・同意）結果の一覧 》

■各議員の態度 ・すべての議案において、会派内等で可否の態度が分かれたものは
　ありません。
・議長は議案の採決に加わっていません。

市長提案の議案
□行政不服審査会条例の制定
□職員の退職管理に関する条例の制定
□消費生活センターの組織及び運営等に関する条
例の制定
□特定用途制限地域内における建築物等の用途の
制限に関する条例の制定
□まちづくり条例の制定
□空家等対策の推進に関する条例の制定
□情報公開条例の一部改正
□個人情報保護条例の一部改正
□職員定数条例の一部改正
□職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
□議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償
等に関する条例の一部改正
□人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の
一部改正について
□特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正
□実費弁償条例の一部改正
□市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正
□教育委員会の教育長の給与等に関する条例の一部改正
□一般職職員の給与に関する条例等の一部改正
□市税条例の一部改正
□固定資産評価審査委員会条例の一部改正
□手数料条例の一部改正
□国民健康保険条例の一部改正
□介護保険条例の一部改正
□指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正
□指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予
防サービスに係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準を定める条例の一部改正
□工場設置奨励条例の一部改正
□火災予防条例の一部改正
□第５次綾部市総合計画後期基本計画の策定
□辺地総合整備計画の策定
□市有財産中一部譲渡
□市道路線の認定
□訴えの提起
□家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正
□消防団員等公務災害補償条例の一部改正

平成28年度当初予算
□一般会計予算
〈10特別会計〉
□市立診療所等特別会計予算
□農林業者労働災害共済特別会計予算
□国民健康保険特別会計予算
□介護保険特別会計予算
□後期高齢者医療特別会計予算
□駐車場特別会計予算
□簡易水道特別会計予算
□下水道事業特別会計予算
□地域排水事業特別会計予算
□住宅・工業団地事業特別会計予算
〈２企業会計〉
□上水道事業会計予算
□病院事業会計予算
平成27年度補正予算
□一般会計補正予算（第４号）
□国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
□介護保険特別会計補正予算（第４号）
□後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
□駐車場特別会計補正予算（第１号）
□簡易水道特別会計補正予算（第２号）
□下水道事業特別会計補正予算（第２号）
□地域排水事業特別会計補正予算（第２号）
□住宅・工業団地事業特別会計補正予算（第２号）
□上水道事業会計補正予算（第２号）
□病院事業会計補正予算（第２号）
専決処分事項の報告
□幼稚園保育料に関する条例の一部改正
□一般会計補正予算（第５号）
□住宅・工業団地事業特別会計補正予算（第３号）
人事案件
□固定資産評価審査委員会委員の選任
□副市長の選任
□人権擁護委員の候補者の推薦
議会提案の議案
□市議会情報公開条例の一部改正
意見書
□建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を求める意見書
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民
政
会賛成： ◯　反対：×

（■＝可決　■＝否決）

賛成： ◯　反対：×

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ × ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○
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○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

アスベストを大量に使用したことによるアスベスト（石綿）被害は、多くの労働
者、国民に広がっている。現在でも、建物の改修・解体に伴いアスベストの飛散
は起こり、労働者や住民に被害が広がる現在進行形の公害となっている。ま
た、東日本大震災で発生した大量のがれき処理についても被害の拡大が心配
されている。
欧米諸国で製造業の従事者に多くの被害が出ているのに比べ、日本では、

建設業就業者に最大の被害者が生まれていることが特徴である。これは、輸入
された石綿の８０％から９０％が建設資材に使用され、日本では建築基準法など
で不燃化、耐火工法として石綿の使用を進めてきたことに大きな原因がある。
建設業は、重層下請構造や多くの現場に従事することから、労災認定にも
多くの困難が伴い、認定されないことが多々あるほか、多くの製造業で支給さ
れている企業独自の上乗せ補償も充実していない実態がある。
国は、平成１８年に「石綿による健康被害の救済に関する法律」を成立させ、

その後も医療費・療養手当の支給対象期間の拡大等の改正を行っているが、

補償内容としては不十分なもので、被害者及びその遺族の生活も含めた補償
の充実や救済基金の拡充など、制度の根本改正を求める声があがっている。
石綿による疾病は、３０年から４０年という長期間経過した後に発症すること

が多く、亡くなってから労働災害が認定される事例や、医学的認定基準を満た
さず、労働災害の認定に結びつかない事例がある。平成２４年の東京地裁判
決、平成２６年の福岡地裁判決は、いずれも国の責任を認め、京都判決では、
建材メーカーの責任を認めるものとなったが、被害者の苦しみは今なお続いて
おり、早期に労働災害が認定されることは、発症した建設従事者にとって大き
な支えとなるものである。
また、多くの被害者が発生している建設業従事者に対する救済が図られる
ことで、すべてのアスベスト被害者に対する問題解決に波及するものと考える。
ついては、国におかれては、建設業従事者におけるアスベスト被害者と、遺
族が生活できる救済の実施とアスベスト被害の拡大を根絶する対策を直ちにと
り、アスベスト問題の早期解決を図るよう要請する。

建設従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を求める意見書
補償内容としては不十分なもので、被害者及びその遺族の生活も含めた補償
の充実や救済基金の拡充など、制度の根本改正を求める声があがっている。

が多く、亡くなってから労働災害が認定される事例や、医学的認定基準を満た
さず、労働災害の認定に結びつかない事例がある。平成２４年の東京地裁判
決、平成２６年の福岡地裁判決は、いずれも国の責任を認め、京都判決では、
建材メーカーの責任を認めるものとなったが、被害者の苦しみは今なお続いて
おり、早期に労働災害が認定されることは、発症した建設従事者にとって大き
な支えとなるものである。

ことで、すべてのアスベスト被害者に対する問題解決に波及するものと考える。

族が生活できる救済の実施とアスベスト被害の拡大を根絶する対策を直ちにと
り、アスベスト問題の早期解決を図るよう要請する。


